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1.吉武遺跡群　2.大北遺跡　3.太田遺跡　4.都地遺跡　5.都地泉水遺跡　6.乙石遺跡　7.城田遺跡　8.浦江遺跡　9.金武青木遺跡
10.浦江谷遺跡　11.岸田遺跡　12.松木田遺跡　13.東入部遺跡　14.清末遺跡　15.重留遺跡　16.四箇舟石遺跡　17.四箇遺跡　
18.田村遺跡　19.次郎丸高石遺跡　20.免遺跡　21.飯倉遺跡群　22.有田遺跡群　23.原遺跡　24.藤崎遺跡　25.西新町遺跡　
26.姪浜遺跡　27.拾六町ツイジ遺跡　28.橋本一丁田遺跡　29.福重稲木遺跡　30.野方中原遺跡　31.野方久保遺跡　32.羽根戸原C遺跡
33.広石遺跡　34.飯盛山瓦経塚　35.長垂の含紅雲母ペグマタイト　36.草場古墳　37.城の原の盆踊り　38.興徳寺　39.橋本八幡宮
40.梅林古墳　41.田隈の盆押し・盆綱引き　42.野芥櫛田神社　43.勧農社跡　44.妙福寺庭園　45.浦江１号墳　46.金武のヤマモモ
47.夫婦塚１号墳　48.吉武熊山古墳群　49.飯盛文殊堂　50.飯盛神社（流鏑馬・かゆ占）
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タイトル 副題 集数 発行年度 概要

吉武遺跡群Ⅰ 市道田 ・ 飯盛線関係埋蔵文化財調査報告Ⅰ 127 1986 ３次調査報告

吉武高木 弥生時代埋葬遺構の調査概要 143 1986 ６次調査埋葬遺構 ・ 出土遺物を中心とした概要

吉武遺跡群 市道野方金武線建設に伴う埋蔵文化財の調査 187 1988 ７次調査報告

吉武遺跡群Ⅳ 市道田 ・ 飯盛線関係埋蔵文化財調査報告Ⅱ 194 1989 ５次調査報告

吉武遺跡群Ⅴ 市道野方金武線建設に伴う埋蔵文化財の調査 303 1992 11 ・ 12 次調査報告

吉武遺跡群Ⅶ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書１ 437 1995 １ ・ ２ ・ ４ ・ ６ ・ ８ ・ ９次調査概要。 １ ・ ２ ・ ６ ・ ８次調査弥生時代掘立柱建物　

吉武遺跡群Ⅷ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書２ 461 1996 ４ ・ ６ ・ ８ ・ ９次調査弥生時代主要埋葬遺構 （副葬品を有する埋葬遺構）

吉武遺跡群Ⅸ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書３ 514 1997 １ ・ ２ ・ ４ ・ ６ ・ ９次調査弥生時代生活遺構

吉武遺跡群Ⅹ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書４ 580 1998 １ ・ ２次調査弥生時代埋葬遺構、 ６ ・ ９次調査弥生時代前期〜中期初頭埋葬遺構　

吉武遺跡群ⅩⅠ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書５ 600 1999 １ ・ ２ ・ ４ ・ ９次調査弥生時代埋葬遺構 （４次 ： 樋渡墳丘墓、 ９次 ： 甕棺ロード関係）　

吉武遺跡群ⅩⅡ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書６ 650 2000 ４ ・ ６ ・ ８ ・ ９次調査弥生時代埋葬遺構　弥生時代総括　

吉武遺跡群ⅩⅢ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書７ 675 2001 １ ・ ２次調査縄文時代、 古墳〜平安時代

吉武遺跡群ⅩⅣ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書８ 731 2002 上巻 ： ４次調査Ｓ１ （樋渡古墳） ・ ２号墳、 下巻 ： ９次調査旧石器時代

吉武遺跡群ⅩⅤ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書９ 775 2003 ６ ・ ９次調査古墳 （吉武古墳群Ｓ群）、　９次調査古墳時代埋葬遺構

吉武遺跡群ⅩⅥ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書 10 831 2004 ４ ・ ６ ・ ９次調査古墳時代竪穴住居跡

吉武遺跡群ⅩⅦ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書 11 864 2005 ９次調査古墳時代生活遺構

吉武遺跡群ⅩⅧ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書 12 911 2006 ４ ・ ６次調査古墳時代生活遺構

吉武遺跡群ⅩⅨ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書 13 965 2007 ４ ・ ６ ・ ９次調査古代〜近世

吉武遺跡群 21
金武圃場整備に伴う吉武遺跡群第 14 次調査
報告、 大北遺跡第１次調査報告

1017 2008 14 次調査報告

吉武遺跡群ⅩⅩ 飯盛吉武圃場整備関係調査報告書 14 1018 2008 圃場整備関係調査総括

吉武遺跡群 22 史跡整備に伴う第 17 ・ 18 ・ 19 次調査報告 1061 2009 旧地形、 大石地区甕棺墓域、 高木地区墓域、 同墳丘、 大型建物関連遺構確認

次数 調査番号 調査原因 調査期間 調査面積 （㎡） 概要

1 8102 圃場整備 1981.11.01 〜 1982.03.15 12,000 
弥生時代前期後半〜中期の生活遺構 ・ 埋葬遺構。 生活遺構は後期も認められる。
古墳時代初頭の生活 ・ 祭祀遺構。 河川は弥生時代中期〜古墳時代後期まで使用する。
中世の溝 ・ 井戸を確認。

2 8234 圃場整備 1982.09.01 〜 1983.02.15 20,768 

縄文時代後期初頭の貯蔵穴。
弥生時代中期〜後期の住居跡 ・ 掘立柱建物 ・ 溝などで、 埋葬遺構はわずか。
古墳時代の生活遺構は住居跡 ・ 掘立柱建物 ・ 溝など。
奈良時代の溝。

3 8235 道路建設 1982.09.22 〜 1983.02.12 5,200 古墳時代の生活遺構が大半を占め、 半島系の遺物や初期須恵器等が出土する。

4 8335
圃場整備
（樋渡地区）

1983.09.12 〜 1984.03.24 25,000 

弥生時代の生活遺構は後期の住居跡 ・ 溝がわずか。 埋葬遺構は墳丘墓とこの周辺を中心として 140 基以上を確認した。
墳丘墓の甕棺は中期中頃〜後半で、甕棺墓６基と木棺墓１基から青銅製武器、把頭飾、前漢鏡、鉄製武器、玉類等が出土。
古墳時代は住居跡 ・ 掘立柱建物 ・ 土坑 ・ 井戸 ・ 溝 ・ 河川等があり、 初期須恵器 ・ 陶質土器 ・ 木器が出土。 ５世紀前半
の前方後円墳 （樋渡古墳）、 ５世紀中頃の方墳各１基と６世紀後半以降の円墳２基を確認。
奈良時代には製鉄関連遺構 ・ 道路などを確認する。

5 8415 道路建設 1984.04.13 〜 1984.05.31 1,600 古墳時代中期の生活遺構を主体とする。

6 8416
圃場整備
（高木地区）

1984.07.01 〜 1985.03.20 26,000 

弥生時代の生活遺構は中期の掘立柱建物が主体となり 44 棟が確認され、 中期後半には大型建物が認められる。 埋葬遺
構は 570 基以上を確認する。 中でも青銅製武器 ・ 鏡 ・ 腕輪、 玉類など多量の副葬品を有する 「特定集団墓」 は規模 ・
内容ともに卓越したものであり、 今回の調査によって副葬品を有する中核的な墓群は一辺 20 ｍ弱の方形区画を有するもの
と考えられる。 また、 南西側では 「甕棺ロード」 の一部を確認している。
古墳時代の古墳 21 基からは、 大陸との交渉を示す遺物が多く出土。 生活遺構は住居跡 14 棟、 掘立柱建物など。
古代では瓦、 硯など寺院の存在が考えられ、 鍛冶炉も 21 基確認。
河川より龍泉窯系青磁が多量に出土。 中世集落は現在のものと重複するものと考えられる。

7 8426 道路建設 1985.03.26 〜 1985.05.31 2,300 弥生時代中期前半〜後期初頭の 76 基の甕棺を検出。 「甕棺ロード」 の南西端に位置する。

8 8518 圃場整備 1985.07.02 〜 1985.07.24 470 高木地区甕棺墓群の範囲確認調査。

9 8535
圃場整備
（大石地区）

1985.08.01 〜 1986.03.31 28,000 

600 点を越す、 旧石器時代の遺物が出土。 弥生時代中期の住居跡は１棟、 中期〜後期の土坑多数確認。 埋葬遺構は数
地点で金海式甕棺期に始まる 「甕棺ロード」 の形成が始まる。 幅 50 ｍ、長さ 500 ｍ程度と推定。 1000 基余りを調査したが、
大半は副葬品を持たない。 13 基の甕棺墓 ・ 木棺墓より青銅製武器、 石鏃、 石剣切先等が出土するが、 装身具は非常に
少ない。
古墳時代の生活遺構は多く検出。 古墳１基からは陶質土器等が出土。
奈良〜平安の区画溝・掘立柱建物とともに、多量の瓦、鉄滓のほか、越州窯系青磁、邢窯・定窯系白磁、「寺」 「群」 の墨書・
刻書、 八稜鏡など豊富な遺物が出土している。

10 8650 圃場整備 1986.11.16 〜 1987.02.27 5,000 大石地区の追加工事に伴う調査。

11 8662 道路建設 1986.03.01 〜 1986.05.10 2,300 古墳時代後期の生活遺構と古墳１基。

12 8714 道路建設 1987.06.01 〜 1987.09.09 1,480 近世前半の溝。

13 8752 圃場整備 1988.03.01 〜 1988.03.31 1,000 大石地区暗渠排水工事。 古墳時代後期の溝に排水路設置。

14 8838 圃場整備 1988.07.25 〜 1988.09.16 724 弥生時代中期の生活遺構が主体を占める。

15 9940 下水道建設 1999.09.06 〜 1999.09.08 37 遺跡群南端部の調査で、 弥生 ・ 古墳時代の生活遺構を確認。

16 0311 下水道建設 2003.05.09 〜 2003.05.18 62 弥生時代中期の生活遺構。

17 0363 史跡整備 2004.01.09 〜 2004.03.26 753 史跡指定地内確認調査 （旧地形及び大石地区甕棺分布確認）

18 0483 史跡整備 2005.01.26 〜 2005.03.09 720 史跡指定地内確認調査 （高木地区墳丘確認）

19 0534 史跡整備 2005.07.19 〜 2005.09.22 970 史跡指定地内確認調査 （高木地区墓域 ・ 大型建物関連遺構確認）

20 1042 史跡整備 2011.02.22 〜 2011.03.25 844 史跡指定地内確認調査 （大型建物遺構と特定集団墓の間に残された未調査部分の遺構確認）
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